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口

⑮

匂

ｾ ﾝ ﾀ ｰ ブﾗ サ

ｾ ﾝ ﾀ ｰ プﾗ ザ西館
神戸阪急

プランタン三宮

好きで式この街の風

イニノデ＃r三
さんちか

三宮センター街
そごう

さんプﾗ ｻ ﾞ

●そごう神戸店
創業は天保元年。神戸店は当初、元
町５丁目に進出したが昭和８年、阪
神電車の三宮乗入れと共に三宮に移
転。昭和4 9 年、同6 0 年に新館を増
築。今年３月にリニューアル。レデ
ィスフロアを中心に神戸一の百貨店
としてますます魅力アップ。また６
月2 3 日には、食と美の遊空間。そご
うウィングがオープン。ヤングレデ
ィの話題に。
１０：００～１９：0 0（１０．１１階の名店食堂街は
～２１：００）火扇日休
酋0 7 8 - 2 2 1 - 4 1 8 1 （大代表）

●三宮センター街

フラワーロードから鯉川筋まで約
5 5 0 ｍに渡るショッピングストリー
ト。終戦をいちはやく復興に取り組
み、昭和2 1 年に誕生、常に流行をつ
くり続け現在に至る。その後、どん
どんグレードアップし、昭和6 2 年に

はニューヨーク５番街と姉妹提携、
名実ともにトップクラスのショッピ
ングストリートとなった。店舗構成
は本店がほとんどで、“神戸で１番，，
を提唱する店が多いのもうなづける。
１０：００～２０：００（原則として）
第１．３木畷日休（原則として）
湿O 7 8 - 3 3 1 - 3 5 4 8 （一丁目事務局）

街。よりテイストな時代を見つめ、
ハイテックでハイタッチ、若々しい
感性が舞う情報発信基地です。
１０：００～２０：００（飲食街は～２１：００）
第３水晒休
宮0 7 8 - 3 9 1 - 3 9 6 5（事務局）

1２６

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



1２７

しよろしく｡三宮商業クﾙ ｰブで寅＜
さんちか/三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ街/そごう/さんブﾗサ

ｾ ﾝ ﾀ ｰプﾗザ/ ｾ ﾝ ﾀ ｰブﾗザ西館/神戸阪急/ブﾗ ﾝ ﾀ ﾝ三宮

●プランタン三宮
昭和5 6 年、プランタン第一号店とし
てオープン。１階はスポーティカジ
ュアルとバッグのソレイユ街、２階
はヤングカジュアルとシューズのジ
ュネス街、３階はヤングアダルトの
シャルマン街と催事場のフロア。地
下１階バリエ街は多彩なファッショ
ン小物を扱い、地下２階デリカ街に
は洋風惣菜などのテイクアウトショ
ップや、飲食・コーヒーショップ･ 等
が入りグルメなフロアとなっている。
１０：００～２０：００
水暇日休
冨O 7 8 - 2 9 1 - 0 0 7 7

●神戸阪急
昭和1 1 年、阪急電車の三宮乗り入れ
を機に建てられた神戸阪急ビルの食
堂としてスタート。小林一三社長が
薄利多売の営業方針に徹した。
昭和2 2 年に阪急百貨店として独立。
１階婦人洋品売場と地階食料品売場

かのう

のみのコンノ母クトな店構えだが、叶
しようじゆめん匠寿庵の矛ﾛ菓子や麓の泉の惣菜な
ど、神戸では阪急でしか手に入らな
いものもある。お買得商品に出会え
る“火曜日マーケット”が好評。
１０：００～１９：００
木昭日休
商O 7 8 - 3 2 1 - 3 5 2 1

●さんプラザ
完成したのが昭和4 5 年。地階は楽味
街、味さいの街。１階～３階はファ
ッションフロア。４．５階は駐車場。
１１：００～２０：００(地階は～２３：００)第３月昭日休
●センタープラザ
昭和5 0 年オープン。地階は味プラザ。
１階～３階がファッションフロア。
４階が駐車場。１９階にはレストラン
も。
１１爵００～２０：００(地階は～２２：0 0 ) 第３月曜日休
●センタープラザ西館
昭和5 3 年オープン。１階～３階に各
種専門店、４階に朝日カルチャーセ
ンター、地階に三宮市場、飲食店。
１階北側には魚卸市場もある。
１１：００～２０：００（地階飲食店は～２１：００）
第３水曜休（魚卸、市場は日曜休）
回0 7 8 - 3 3 2 - 2 7 6 8 （事務局）
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ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

好きですどの街の風 さんちか

三宮センター街
そごう

さんプﾗ ｻ ﾞ

ｾ ﾝ ﾀ ｰ ブﾗ サ

ｾ ﾝ ﾀ ｰ プﾗ ザ西館

神戸阪急
プランタン三宮

都
会
的
に
洗
練
さ
れ
た
女
ら
し
い
優

イ
あ

｜’

下
さ
い
。

・
騨
巽
ｈ
Ｔ

心
Ⅸ
終
露
唖

動

’ さんプﾗ ｻ ﾞさんプﾗ ｻ ﾞさんちか
手
づ
く
り
の
心
を
伝
え
る

気
な
く
知
的
な
ム
ー
ド
。

ク
チ
ュ
ー
ル
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク

し
さ
。
シ
ャ
ー
プ
な
ラ
イ
ン
、
シ
ン
プ

た
め
に
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
ウ
ィ
ン
ザ
ー

ウ
ィ
ン
ザ
ー

ル
な
デ
ザ
イ
ン
…
ミ
ラ
ノ
感
覚
の
さ
り

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

神戸・三宮・さんちか
言3 9 1 - 5 0 6 9 営業時間1 1 時～2 1 時

飲
み
処
・
お
食
事
処

自
然
の
素
材
を
吟
味
、

を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て

を
生
か
し
た
カ
ス
カ
ー
ド

さんプラザ店神戸市中央区三宮町１丁目８番
麓0 7 8 - 3 3 1 －9 7 3 8

〃
さ
ん
ち
か
″
の
南
は
し
。
木
の
香
り

土
の
匂
い
が
な
つ
か
し
い
〃
ニ
ュ
ー
ト

ー
キ
ョ
ー
庄
屋
〃
。
楽
し
い
仲
間
と
楽

し
い
会
話
の
は
ず
む
店
。
昼
は
お
食
事

処
、
夜
は
飲
み
処
と
し
て
ご
利
用
下
さ

い
。
ご
宴
会
も
受
付
中
で
す
。

お
し
ゃ
れ
を
知
り
尽
く
し
た
女
性
の

の
パ
ン
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
統
の
製
法

〒6 5 O 神戸市中央灰＝宮町１丁目サンプラザ２Ｆ
含O 7 8 - 3 3 1 - 7 9 5 2

手
づ
く
り
の
お
い
し
さ庄

屋

く
ぺ
ｌ
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
で
は

焼
き
た
て
の
パ
ン
も
… 1２８
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さんちかホール
●喜久屋ビューティフエスタ

６/ 8④→1 3②
●' 8 9 喋燦展６/ 1 5 ⑳→2 0 ②
･ 第1 5 回こうべ芸文美術展

６/2 2④→27②
。｢市民のグラフこうべ_ J 2 0 0 号
記念展６/ 2 9 ④→7 / 4 ②
。やさしいから人なんです展
パートⅡ１７/ 6 偽→1 1 ⑬

i響謹選覇

ギヤラリーさんちか

●千糸会書店６/ 8 ④→1 3 ②
●あぶみの会作品展6 / 1 5 ④→2 0 ②
･ 第1 5 回こうべ芸文美術展

６/22④→27②
●グループ渦展６/ 2 9 ④→7 / 4 ②
｡ やさしいから人なんです展
パートⅡ７/ 6 ④→1 1 ②

γf諸号去、
６/ 9③→1 8 ⑨

期間中、カジュアルコート
各店でお買上げのお客様に
応葬胴紙を蕊し上げます。
抽選でL O N G I N E S G U C C I
などの高級時計をブﾚ ぜﾝ ﾄ ｡

蝋 総総綴

Santica
Th e N e w H e a r t o f K o b e 神戸･ 三宮さ内ちか

･ 営業時間/ A M O 加～ＰＩＶＢｎＯ
（飲食店はPlV 9 : 0 0まで）

･ ６月の定休日/ 2 1 日( 第３水晦日）

Ｌ｣
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忌
詞
散
文
ス
ケ
ッ
チ

蕊

１
１３０
１

！
：
ｉ
‐
‐
：
ｉ
ｉ
：

苫

膳

■

東
南
ア
ジ
ア

鞄¥！

蕊瀞

〈
稚
詑
塞
赫
鋤
峰
認
識
会
員
〉

ベナンにて

、。僻汽凋１

数
年
前
、
神
戸
港
で
は
姿
を
消
し
つ
つ
あ
っ
た
木
造
の
畔
を
モ

チ
ー
フ
に
求
め
て
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
港
町
を
巡
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
国
々
の
生
活
や
文
化
を
反
映
し
た
特
有
の
色
や
形
が
私

の
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
今
も
心
に

強
く
焼
き
付
い
て
い
る
の
は
、
違
し
く
懸
命
に
生
き
る
人
々
の
姿

で
あ
る
。

バ
ン
コ
・
ク

交
差
点
に
停
っ
た
私
達
の
観
光
バ
ス
め
が
け
、
小
さ
な
花
束
を

売
り
に
走
っ
て
来
た
た
く
さ
ん
の
裸
足
の
子
供
達
。
殺
人
的
な
ラ

ッ
シ
ュ
で
窓
ガ
ラ
ス
の
割
れ
た
バ
ス
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
冷

房
の
き
い
た
私
達
の
バ
ス
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
人
々
。
ゆ
っ

た
り
と
座
っ
て
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
自
分
が
妙
に
恥
ず
か

し
く
な
っ
た
の
を
、
思
い
出
す
。

蘇
州

気
軽
に
自
分
の
解
に
乗
せ
て
く
れ
た
青
年
、
今
日
も
元
気
に
荷

物
を
運
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
裏
通
り
の
運
河
で
話
し
か
け
て
き

た
画
学
生
達
、
筆
談
で
彼
等
の
将
来
に
つ
い
て
尋
ね
た
時
、
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
書
い
て
く
れ
た
返
事
は
『
決
国
家
』
だ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
暫
く
し
て
送
ら
れ
て
来
た
手
紙
に
は
、
派
遣
さ
れ
た
村
で

農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
は
自
由
に
絵

が
描
け
て
い
る
の
か
な
。 岩

見
健
二
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( 左。右上・右下）ベナン、シンガポールにて

ペ
ナ
ン
島

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
南
方
系
の
顔
な
の
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ジ
ー

パ
ン
姿
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
私
を
日
本
人
と
気
付
く
人
は
い
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
う
し
ろ
か
ら
流
暢
な
日
本
語

で
話
し
か
け
て
き
た
老
人
に
何
故
分
っ
た
か
尋
ね
る
と

『
昼
日
中
、
町
の
真
中
で
絵
な
ん
ぞ
描
け
る
結
構
な
ご
身
分
は
、

日
本
人
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
よ
。
』

通
り
す
が
り
の
旅
行
者
で
し
か
な
い
私
に
何
が
分
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
が
、
路
上
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
時
の

「
低
い
視
線
」
だ
け
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

八
華
者
紹
介
Ｖ
１
９
４
７
年
大
阪
市
生
。
１
９
７
１
年
武
蔵
野

美
術
大
学
卒
業
。
１
９
７
２
年
第
８
回
主
体
展
初
出
品
（
佳
作

４
回
）
。
１
９
８
０
年
文
化
庁
現
代
美
術
選
抜
展
出
品
。
１
９

８
１
年
兵
庫
現
代
美
術
展
出
品
。
１
９
８
５
年
安
井
賞
展
入

選
・
国
際
形
象
展
出
品
。
１
９
８
６
年
価
兵
庫
の
美
術
家
展
出

品
。
１
９
８
７
年
安
井
賞
展
入
選
そ
の
他
個
展
７
回
。

r､in蟻搾》

唾

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

超
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
中
心
街
と
は
あ
ま
り
に
も
対
称
的
な

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
裏
町
。
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
私
を
数
人
の
屈
強

そ
う
な
若
者
が
取
り
囲
ん
だ
時
は
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え
上
が
り
、

日
本
に
帰
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
諦
め
半
分
、
指
図
さ
れ
る
ま

ま
に
朽
ち
か
け
た
木
と
ト
タ
ン
の
民
家
の
裏
口
を
す
り
ぬ
け
る
よ

う
に
つ
い
て
行
く
と
、
突
然
明
る
く
開
け
た
視
界
の
中
に
り
っ
ぱ

な
中
国
寺
院
。
こ
れ
を
私
に
描
か
せ
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
連
れ
て

来
て
く
れ
た
の
だ
と
知
っ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
ヘ
タ
ヘ
タ
と
座
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
の
ツ
ァ
ー
の
中
に
戦
時
中
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
駐
屯
し
て

い
た
と
い
う
初
老
の
紳
士
が
い
た
。
現
地
案
内
の
女
性
が
日
本
軍

の
こ
と
に
触
れ
る
度
、
不
愉
快
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
が
、
誰
に

聞
か
せ
る
と
も
な
く
、

『
生
意
気
な
事
を
ぬ
か
し
や
が
っ
て
、
今
日
の
繁
栄
は
誰
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
ガ
タ
ガ
タ
言
う
と
、
ま
た
占
領
す

る
ぞ
。
』

と
、
つ
ぶ
や
い
た
。

１
１３
１
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四
月
二
十
三
日
。
あ
い
に
く
肌
寒
い
雨
降
り
の
日
と
な

っ
た
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
、
一
般
市
民
、
関
係
者
な
ど

約
二
○
○
○
人
が
北
区
山
田
町
下
谷
上
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
開
村
式
に
集
ま
っ
た
。

午
前
加
時
か
ら
、
中
心
に
位
置
す
る
ふ
れ
あ
い
広
場
に

お
い
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
の
門
」
の
除
幕
式

と
点
火
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
小
雨
の
降
る
な
か
で
行
な
わ

れ
た
。
す
ぐ
近
く
に
は
落
着
い
た
き
れ
い
な
日
本
庭
園
が

あ
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
背
後
に
は
、
赤
い
屋
根
の
美
し

い
神
戸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
目
に
は
い
る
。

続
い
て
開
村
式
の
式
典
が
広
い
屋
内
運
動
場
で
行
な
わ

れ
、
そ
の
あ
と
自
由
に
施
設
見
学
が
で
き
る
の
で
、
少
し

歩
き
回
っ
て
み
た
。
屋
内
運
動
場
と
棟
続
き
の
温
泉
健
康

セ
ン
タ
ー
に
入
る
と
、
躯
ｍ
の
温
水
プ
ー
ル
、
バ
ー
デ
ハ

ウ
ス
と
い
う
ジ
ャ
ン
グ
ル
温
泉
（
ラ
ド
ン
や
フ
ッ
素
な
ど

を
含
む
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
が
あ
る
。
続
く
総
合
セ
ン
タ
ー
は
七
階
建
の
建
物

で
、
展
望
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
大
広
間
、
福

祉
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
、
和
室
別
室
、
洋
室
誕
室
で
一

四
八
人
が
宿
泊
で
き
る
ホ
テ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し

〃
し
あ
わ
せ
の
村
〃
が
開
村

Ｋ
Ｏ
８

神
一
戸
を
福
祉
の
街
に
〈
価
〉

宙

■

目

■

横
の
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
定
員
三
○
○
人
の

ホ
ー
ル
、
研
修
室
、
会
議
室
、
料
理
教
室
な
ど
が
あ
る
。

ど
の
建
物
も
赤
い
屋
根
と
白
い
壁
で
統
一
さ
れ
、
周
囲
の

緑
の
芝
生
と
山
々
の
木
々
に
映
え
て
美
し
い
。
高
台
か
ら

は
青
い
海
と
神
戸
の
街
並
み
、
淡
路
島
が
眼
下
に
一
望
に

見
渡
せ
る
。
他
に
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
、
ロ
ー
ン
ポ
ウ
ル
ス
場
、
果
樹
園
、
芝
生
広
場
な
ど
が

あ
り
、
う
っ
か
り
す
る
と
リ
ゾ
ー
ト
地
で
は
な
い
か
と
錯

覚
し
そ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
す
で
に
重
度
身

体
障
害
者
授
産
施
設
、
精
神
薄
弱
者
授
産
施
設
が
二
年
前

に
完
成
し
て
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
精
神
薄
弱
者
更

生
施
設
、
痴
呆
性
老
人
保
護
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
村
は
障
害
者
や
病
人
、
お
年
寄
り
だ
け
が
専

有
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
市
民
も
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
、
学
習
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
障
害
を
も
つ
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
相
互

に
交
流
し
合
い
、
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
ざ
す

と
こ
ろ
に
こ
の
村
の
目
的
が
あ
る
。

二
○
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
四
○
○
億
円
も
の
巨
費

を
投
じ
て
誕
生
し
た
こ
の
し
あ
わ
せ
の
村
の
基
本
構
想
が

Ｆ
１
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ

〈
睡
函
癖
評
癖
搾
誌
霊
〉

橋
本
明

１
１３２
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て
い
く
こ
と
を
夢
み
て
お
き
た
い
。

所
在
地

神
戸
市
北
区
山
田
町
下
谷
上
字
中
一
里
山

電
話
（
七
四
三
）
八
○
○
○
八
総
合
セ
ン
タ
－
Ｖ

の
運
営
の
知
恵
や
工
夫
に
よ
る
だ
ろ
う
。

は
、
「
神
戸
市
し
あ
わ
せ
の
村
条
例
」
が

あ
わ
せ
の
村
運
営
基
金
と
し
て
一
五
○
憶

れ
た
。神

戸
市
市
制
一
○
○
周
年
記
念
事
業
と

。

制
定
さ
れ
、
し

円
が
積
立
て
ら

133
１

ど
ん
な
方
法
が
一
番
よ
い
か
は
一
概
に
言
え
な
い
が
、
い

ろ
ん
な
工
夫
を
試
み
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
が

本
当
に
し
あ
わ
せ
の
村
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら

写

る
こ
と
な
く
、
い
つ
の
日
に
か
神
戸
市
全
域
に
ひ
ろ
が
っ

上神戸を福祉の街に－しあわせの村閉村′

左上開村式のオープニングセレモニーの様子

左施設の中にはジャングル温泉（パーデハウス）も

昨
年
如
月
に

こ
の
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
の
理
念
が
、
こ
こ
だ
け
に
と
ど
ま

検
討
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
ほ
ぼ
加
年
も
前
の
昭
和
妃
年
だ

っ
た
。
そ
し
て
昭
和
盟
年
に
「
神
戸
市
民
の
福
祉
を
ま
も

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
条
例
の
自
立
と
連
帯
の
理

念
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
場
の
一
つ
が
こ
の
総
合
福
祉
ゾ

ー
ン
で
あ
っ
た
。

昨
年
は
こ
の
村
を
会
場
に
し
て
全
国
高
校
総
体
や
全
国

健
康
福
祉
祭
が
行
な
わ
れ
、
い
よ
い
よ
こ
の
九
月
に
は
フ

ェ
ス
ピ
ッ
ク
（
第
五
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
）
が
こ
こ
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
の
大
会
を
通
し
て
障
害
者

へ
の
よ
り
深
い
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
は
開
村
式
の
挨
拶
の
な
か
で
、
熱

い
思
い
を
こ
め
て
の
べ
た
。

障
害
者
が
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
、
ご
く
普
通
の
生

活
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
所
に
新
し

く
施
設
を
作
ら
ず
に
、
も
っ
と
街
の
中
に
小
さ
な
施
設
や

ホ
ー
ム
を
数
多
く
作
る
方
が
よ
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

し
て
創
ら
れ
た
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稔弓b 器款

驚鍵

｢ 日本の方は、突然に心のドアを閉めてしまうことがあ
るのです」と話す荘隆福さん。

１
１３４
１

悪

H：

】Wr輔f８

え
た
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
。

ｌ
荘
さ
ん
、
広
々
と
し
て
、
い
い
お
住
居
で
す
ね
。

荘
い
い
時
期
に
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
台
湾
も
日
本
同
様
、
土
地

の
値
上
り
が
激
し
く
て
、
今
だ
っ
た
ら
、
と
て
も
と
て
も
。

ｌ
家
も
買
っ
て
、
仕
事
も
順
調
、
も
う
す
ぐ
教
授
で
し
よ
。
そ
れ

に
男
の
子
も
生
ま
れ
、
家
族
皆
ん
な
元
気
で
、
い
う
こ
と
な
し
で

す
ね
。
帰
国
し
て
何
年
た
ち
ま
し
た
か
。

荘
帰
国
し
て
三
年
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
が
、
留
学
中
の
こ
と
を

思
え
ば
、
こ
こ
ま
で
き
た
な
と
思
い
ま
す
よ
。
御
存
知
の
よ
う

に
、
留
学
中
に
は
私
も
妻
も
体
を
壊
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
し
。

で
も
六
年
間
の
神
戸
の
生
活
は
本
当
に
な
つ
か
し
い
で
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
留
学
の
目
的
で
あ
っ
た
博
士
号
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
た
ん
で
す
か
ら
。
改
め
て
神
戸
で
御
世
話
に
な

っ
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

－
後
輩
の
留
学
生
が
言
っ
て
ま
す
よ
。
荘
さ
ん
の
後
に
続
け
っ
て
。

荘
そ
う
で
す
か
。
日
本
で
は
文
科
系
の
博
士
号
は
取
り
に
く
い

で
す
か
ら
ね
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
私
は
幸
い
で
し
た

が
、
留
学
生
に
学
位
の
門
戸
を
も
う
少
し
開
け
て
も
ら
え
る
と
い

い
の
で
す
が
。
台
湾
で
も
勿
論
、
諸
外
国
で
は
学
位
が
有
る
と
無

い
と
で
は
、
社
会
的
格
付
け
に
数
段
の
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の

と
こ
ろ
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
、
留
学
生
自
身
の
努
力
は
最
も
大

切
で
す
が
、
彼
ら
に
勉
学
の
希
望
を
与
え
る
意
味
か
ら
も
学
位
の

こ
と
は
、
考
え
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
荘
さ
ん
の
所
へ
は
、
留
学
生
達
が
よ
く
集
ま
っ
て
ま
し
た
ね
。

奥
さ
ん
の
手
料
理
も
お
目
当
て
で
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
御
夫

婦
で
色
ん
な
面
倒
を
み
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

荘
他
国
で
暮
ら
す
ん
で
す
か
ら
、
助
け
合
う
の
は
当
然
で
す
。

あ
の
頃
の
仲
間
達
も
帰
国
し
て
各
々
頑
張
っ
て
ま
す
よ
。
皆
ん
な

L 』

薄

#《

湧矛

二
年
ぶ
り
の
台
湾
は
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
ア
ジ
ア
新
興
工
業

国
。
地
域
）
の
リ
ー
ダ
と
し
て
、
経
済
成
長
も
目
覚
ま
し
く
、
人

々
も
街
も
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

神
戸
大
学
文
学
部
に
留
学
、
日
本
言
語
文
化
論
で
留
学
生
と
し

て
は
初
の
学
術
博
士
と
な
っ
た
荘
隆
福
さ
ん
、
当
時
（
稲
）
、
新

聞
紙
上
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
彼
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
れ
る

方
も
。荘

さ
ん
は
現
在
、
東
呉
大
学
日
本
文
化
研
究
所
日
文
系
の
副
教

授
と
し
て
、
又
、
通
産
省
や
放
送
大
学
で
日
本
語
を
教
え
る
等
、

日
本
言
論
文
化
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。

留
学
中
に
共
に
苦
労
を
分
か
ち
あ
っ
た
奥
さ
ん
張
玉
現
さ
ん
は

幼
稚
園
の
経
営
を
ま
か
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
要
職
に
就
き
、
神
戸

で
生
ま
れ
た
長
女
の
修
潔
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
の
九
月
か
ら
小
学
生
、

帰
国
後
生
ま
れ
た
長
男
博
埜
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
い
盛
り
。

こ
の
幸
せ
な
四
人
家
族
は
、
台
北
市
郊
外
の
日
本
間
を
し
っ
ら

唾

鱗塁：＃
連載ルポ

狸雲杢

神戸と留学生
その後を訪ねて

＜Ⅵ＞

八
台
湾
Ｖ

子
ン

郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
う
詰
銅杵塞

荘
隆
福
さ
ん

臼
く
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台北市郊外の自宅での荘ファミリー（写真も筆者）

忙
し
い
か
ら
、
会
う
機
会
は
少
な
い
ん
で
す
が
、
連
絡
は
と
り
あ

っ
て
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
〃
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
〃
。

ｌ
博
士
論
文
が
、
こ
と
わ
ざ
に
関
す
る
も
の
だ
け
に
、
す
ぐ
に
出

ま
す
ね
。

荘
で
は
、
も
う
一
つ
。
〃
郷
に
入
っ
て
は
、
郷
に
従
う
〃
。
こ
れ

が
私
の
留
学
中
の
モ
ッ
ト
ー
で
し
た
。
後
輩
の
留
学
生
達
も
、
こ

の
精
神
は
持
っ
て
欲
し
い
ん
で
す
。
異
文
化
の
な
か
で
生
活
す
る

ん
で
す
か
ら
違
い
が
あ
る
の
は
当
然
、
日
本
社
会
の
中
に
自
ら
飛

び
こ
ん
で
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
色
ん
な
出
会
い
も
あ
り
、
勉
学

だ
け
で
な
い
人
生
の
勉
強
も
出
来
ま
す
。

次
の
こ
と
は
、
日
本
の
皆
様
へ
の
お
願
い
な
の
で
す
が
。
私
自

身
は
さ
ほ
ど
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
留
学
生
が
よ
く
言
っ
て

い
た
の
は
、
日
本
の
方
と
付
き
合
う
と
、
あ
る
程
度
ま
で
は
招
き

入
れ
て
く
れ
る
け
ど
、
突
然
に
心
の
ド
ア
を
閉
め
て
し
ま
わ
れ
る

と
い
っ
た
こ
と
や
、
個
人
的
に
は
ど
の
方
も
本
当
に
親
切
で
や
さ

し
い
、
け
れ
ど
も
、
集
団
と
な
る
と
ど
う
い
う
わ
け
か
変
わ
ら
れ

る
し
閉
鎖
的
に
な
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
閉
鎖
的
と
い
っ
て

も
、
欧
米
系
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
の
あ
た
り
を
、
心
に
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
…
…
。

マ

因

１
荘
さ
ん
は
、
か
な
り
気
を
つ
か
っ
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
る

ん
で
す
が
、
日
本
人
独
得
の
閉
鎖
性
や
欧
米
指
向
と
い
っ
た
面
は
、

常
々
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
な
か
な
か
ね
…
…
。

荘
つ
い
で
と
い
っ
て
は
、
な
ん
な
ん
で
す
が
、
私
自
身
思
っ
た

の
は
、
同
年
代
の
日
本
の
若
者
と
の
交
流
が
な
い
こ
と
で
す
。
帰

国
す
る
時
．
日
本
人
の
友
人
が
一
人
も
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
留

学
生
が
大
部
分
、
こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
次
代
を
担
う
若
者

達
が
心
か
ら
交
流
し
あ
え
る
場
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ｌ
本
来
な
ら
ば
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
い
る
ん
で
す
か
ら
、
日

本
人
学
生
も
積
極
的
に
留
学
生
に
声
を
か
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が

若
者
達
も
、
ど
う
も
交
流
ベ
タ
の
よ
う
で
す
。
国
際
化
云
々
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
身
近
な
人
と
の
付
き
合
い
が
出
来
な
い
よ
う

で
は
、
国
際
化
等
、
遠
い
話
と
思
い
ま
す
よ
。

荘
色
点
話
し
た
の
は
、
留
学
生
は
帰
国
後
も
日
本
を
背
負
っ
て

自
国
の
社
会
で
生
き
て
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
直
接
目
に
ふ
れ

な
い
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
目
に
見
え
な
い
糸
で
日

本
に
つ
な
が
っ
て
ま
す
。
彼
ら
は
日
本
の
こ
と
を
自
国
の
人
達
に

知
ら
せ
る
立
場
に
あ
る
の
で
す
か
ら
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
留
学
生
の
立
場
を
理
解
し
て
頂
い
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
勉
学
以
外
で
も
日
本
か
ら
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

日
本
の
美
点
、
法
律
を
よ
く
守
る
こ
と
。
秩
序
正
し
い
こ
と
。
時

間
や
約
束
を
守
る
こ
と
・
環
境
保
護
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
等
々
。

こ
う
し
た
点
を
学
生
達
に
言
っ
て
ま
す
。
見
習
う
必
要
が
あ
る
と
。

－
今
の
日
本
の
現
状
を
知
っ
て
ら
っ
し
や
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

に
言
わ
れ
る
と
、
か
え
っ
て
恥
し
く
な
り
ま
す
。

荘
昭
和
か
ら
平
成
と
い
う
新
し
い
時
の
流
れ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
色
ん
な
問
題
が
出
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
力
、
役
割
は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
本
が

名
実
共
の
大
国
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
次

は
神
戸
で
。

ｌ
本
当
に
、
こ
の
次
は
神
戸
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
お
元

気
で
、
台
湾
の
若
い
人
達
に
日
本
言
語
文
化
を
拡
め
て
く
だ
さ
い
。

５
１
３
１
１
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や

Ｐ

1 ▼

コウベもファッション･ ソサエティ

皮Ｓｉｉ謙;誉聯，
事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

●姫路シロトピア

和気あいあいとパビ1 ) オン見学
レポート／ＫＦＳ理事西候幹男

を

▲雄大な姫路城

ＫＦＳ春の野ﾀ ﾄ 活動の一環として、
５月1 4 日（日）、姫路シロトピア博を
見学した。午後1 2 時、ＪＲ姫路駅に１６
名が集合した。人出の多い商店街を通
り、十数分後、姫路城外苑に到着。そ
この芝生の上で、お弁当に舌鼓を打ち
ながら和気あいあいと昼食をとった
後､ 姫路城をバックに記念写真をとり、
シロトピア会場に入いる。
“夢とぶ未来館”“風土記シアター

館' ，“国際交流館”鍵シロトピア館”
“おもしろ城の冒険”など各パビリオ
ンとも趣向がこらされ、参加者各自で
自由に見学した。夕食をとった後、一
ノ丸広場にて、世界のファッションシ
ョーの中でも脚光を浴び続ける高田賢
三ショーを見学した。
７千名の大観衆の中、大規模なステ

一ジに、1 1 8 名のモデルが登場。「四
季」をテーマに春夏秋冬のコレクショ
ンを一挙に発表した。“アンタッチャ
ブル”“シルクロード' ，“千姫”などを
イメージに、4 3 5 点の作品（古典的な
ものから現代的なものまで）が次々と
紹介された。最後にはステージが半分
移動し、それまでステージに隠されて
いた姫路城がライトで浮きぽりにされ

▼姫路シロトピアに参加したメンバー

Ｉ哩蕊鶏“蹄。“

ると同時に、城とステージ上の空も一
斉に照らされ、その瞬間、７千人の大
観衆は拍手喝采を贈った。賢三ショー
での興奮が冷めないまま、私たちは姫
路の街を後にした。

▲なごやかに芝生の上F でランチ

●６月のマンスリーサロン
「トーク･ ＫＦＳ」
とき６月2 3 日（金）午後６：３０
ところ中小企業指導センター５号室

（三宮センタープラザ1 6 階）
画0 7 8 - 3 9 1 - 5 6 9 3

会費食事付ですので、会員・一般
共に特別会費￥1 , 0 0 0 をいた
だきます。

※いつものマンスリーサロンよりくつ
ろいだ形で、軽い食事をとりながらの
トーク会にする予定です。ぜひご参加
を…。
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■
味
の
遊
覧
船

三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー

上はレストラン「シャンテ・クレール」の山本ソムリエ（左より）沖
田チーフシエフと谷住チーフソムリエ。下左は人気のデザートケーキ
バイキング。下右は5 0 0 0 円コース。

赤
、
白
、
黄
、
ピ
ン
ク
な
ど
大
輪
の

普
被
が
咲
き
競
う
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ

テ
ル
の
、
花
と
緑
の
屋
上
ビ
ヤ
ガ
ー
デ

ン
（
刷
人
席
）
が
、
五
月
に
店
開
き
。

山
と
海
と
神
戸
の
街
と
、
シ
テ
ィ
感

覚
と
花
園
の
中
で
飲
む
キ
リ
ン
の
生
ビ

ー
ル
（
②
Ⅷ
円
④
伽
円
）
は
お
し
や
れ
。

店
長
の
岡
野
耕
三
さ
ん
は
「
今
年
は

最
高
の
人
工
芝
の
ス
ペ
ー
ス
を
禁
煙
コ

ー
ナ
ー
に
し
ま
し
た
」
と
ナ
ウ
イ
心
配

り
。
料
理
も
、
四
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ

ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル
〃
の
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
る
、
仔
羊
・
若
烏
、
ス
ペ
ア
リ
ブ
の

グ
リ
ル
セ
ッ
ト
、
シ
ー
フ
ー
ド
セ
ッ
ト

バラの花が美しい屋上ビヤガーデン。
画見総務部長と岡野店長

１
１３７
１

は
い
い
意
味
で
の
ケ
ン
カ
を
し
な
が
ら

料
理
を
出
す
。
「
彼
の
料
理
は
一
品
づ

つ
凝
る
だ
け
で
な
く
、
軽
く
重
く
軽
く

重
く
卜
Ｉ
ダ
ル
で
食
べ
易
く
美
味
し

い
。
食
べ
終
っ
て
余
韻
が
あ
る
」
と
沖

田
評
。
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー

を
食
べ
た
時
の
コ
ク
と
味
わ
い
は
そ
の

辺
り
だ
っ
た
の
か
と
納
得
し
た
。

今
、
月
変
り
の
メ
ニ
ュ
ー
セ
ゾ
ン

（
５
，
０
０
０
円
）
が
人
気
。
メ
ニ
ュ

ー
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
（
８
，
０
０
０
円
）

メ
ニ
ュ
ー
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
（
１
２
，
０

０
０
円
）
の
コ
ー
ス
は
、
リ
ヨ
ン
風
に

神
戸
風
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
チ

は
メ
ニ
ュ
ー
ド
ー
ー
ー
ス
が
貝
と
若
鶏

（
２
，
０
０
０
円
）
メ
ニ
ュ
ー
ド
パ
リ

（
３
，
５
０
０
円
）
は
、
車
海
老
と
仔

牛
づ
か
い
。
七
○
種
類
の
世
界
の
ワ
イ

ン
を
集
め
て
四
月
と
五
月
に
世
界
の
ワ

イ
ン
と
料
理
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
て
好
評

だ
。
毎
月
、
第
三
木
曜
日
に
パ
テ
ス
リ

ー
シ
ェ
フ
の
中
村
道
彦
、
戸
川
孝
史
さ

ん
が
、
二
十
五
種
類
を
揃
え
る
デ
ザ
ー

ト
ヶ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
（
’
２
０
０
円
・
Ｐ

Ｍ
２
時
１
５
時
）
も
、
お
菓
子
の
フ
ァ
ン
に

は
た
ま
ら
な
い
魅
力
。
（
小
泉
）

国
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
一
一
一
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

》
堀
”
后
レ
ス
詞
距
捧
謡
趣
礼
塞
野
雲
争
錘
恥
ア
藍

Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
構
内
／
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
４
Ｆ

湾
（
０
７
８
）
２
３
２
１
１
６
３
０
直
通
（
０
７
８
）

２
９
１
１
０
０
０
１
（
代
）
営
業
時
間
９
時
ｌ
訂
時

？

ﾉ レ

（
各
１
，
５
０
０
円
）
が
リ
ッ
チ
。
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
神
戸
ら
し
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
の
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

金
Ｆ
・
Ⅳ
時
”
分
ｌ
皿
時
釦
分
）

九
年
目
を
迎
え
た
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
の

花
園
が
美
し
く
な
っ
た
よ
う
に
、
四
階

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ま
ず
谷
住
肇
（
飲
料
サ

ー
ビ
ス
課
長
シ
ー
テ
・
ソ
ム
リ
エ
）
さ
ん
の
八
年

目
の
落
ち
着
い
た
物
腰
の
サ
ー
ビ
ス
に

プ
ロ
と
し
て
の
ゆ
と
り
を
感
じ
る
。
ソ

ム
リ
エ
協
会
関
西
支
部
の
役
員
で
「
″

外
″
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
ぜ
つ
た
い
大
人

の
感
覚
が
大
切
だ
し
、
料
理
を
食
べ
る

立
場
に
な
っ
て
、
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
で
す
」
と
。
六
年
続
い
て
い

る
四
人
も
、
ク
ロ
ー
ク
の
一
一
人
も
共
に

毎
年
ソ
ム
リ
エ
の
検
定
を
受
け
る
。
「
こ

れ
が
常
識
で
す
」
と
厳
し
い
〃
中
″
の

シ
ェ
フ
は
沖
田
周
一
さ
ん
。
谷
住
ソ
ム

リ
エ
と
同
い
年
の
三
十
二
才
。
お
客
の

代
弁
者
で
も
あ
る
〃
外
″
と
、
〃
中
″
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ナ
イ
ー
ブ
派
の
旗
手
と
し
て

■_ '

低
カ
ロ
リ
ー
で
飲
め
る
と
あ
っ

ば
く
質
を
美
心
味
し
く
、
し
か
も

任
の
人
な
ど
に
特
に
お
推
め
。

☆
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

■
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
神
戸
支
店

茸
猟
１
７
３
０
１

や
Ｏ
Ｌ
、
偏
食
勝
ち
な
単
身
赴

目
下
人
気
急
上
昇
中
。

が
登
場
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
か
ら
高
純
度

ピ
ー
エ
フ

プ
ロ
テ
イ
ン
飲
料
〃
Ｐ
Ｆ
虹
″

三
ｍ
一
三
め

て
、
数
あ
る
健
康
飲
料
の
中
で

震
, 理唱ｆ‐‐ L 』 .

二
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も
Ⅷ
円
。

外
食
の
多
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

新
清
涼
飲
料
が
お
目
見
え

プ
ロ
テ
イ
ン
、
つ
ま
り
た
ん

び
ん
。
Ⅷ
城
、
缶
・
伽
ｇ
の

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ1 号蕊蕊蕊織

瀞r l 瀞隠瀞ｉ
蟻翰君■■

？

神戸百店会だより班君

§望２５
Ｆ雷語溢

蕊羅

ツ
ト
の
晩
餐
会
」
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
｜
催
で
あ
っ
た
。

ﾛ 認

アサヒピーエフ2 １

デ
ィ
ネ
ー
セ
ン
の
、
プ
ロ
テ

蟻
》
一
…瀞; ; 蝋新

作
の
リ
ト
グ
ラ
フ
約
如
点
が

大
変
好
評
を
博
し
て
い
る
。

彼
の
作
品
は
、
郷
愁
の
パ
リ
を

世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

展
示
さ
れ
た
。

ル
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
展
が
７
階
に
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
ジ
オ
』
は
活
の
い
い
材
料
を
使

元
町
の
丸
善
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
う
店
舗
構
成
。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
も
２
階
に
『
ピ
ラ
ル
津
症
嫁
種
抽
雄
寺
”
”
行
銅
埋

わ
れ
た
。
．
‐
・
言
、
‐
・
§
皇
：
／
、
ク
」
３
階
に
『
プ
レ
ジ
オ
』
の
皇
、
・
・
‐
，
，
『
・
〃
．
；
§
・
・
子

国
語
映
画
賞
を
受
賞
し
て
い
る

ｚ
ｍ
言
②

こ
の
映
画
を
鑑
賞
し
た
後
で

☆
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
バ
ベ
ッ
ト
が
作
っ
た
料
理
と
同

作
品
展
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る
会
が
ホ

５
月
ｎ
日
か
ら
妬
日
ま
で
、
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で
５
月

フ
ラ
ン
ス
の
版
画
家
ミ
ッ
シ
ェ
皿
日
の
夜
開
催
さ
れ
た
。

ほ
の
ぼ
の
と
描
く
素
朴
さ
が
、

今
回
は
、
彼
の
初
期
か
ら
最

食
べ
ら
れ
る
。

ハイカラ元町にふさわしい

唖麺壷…龍毎溌孔も ☆
一
一
一
宮
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
『
ピ
ラ
ル
ク
』
は
ア
マ
ゾ
ン
の

怪
魚
ピ
ラ
ル
ク
を
シ
ン
ポ
ル
マ

ゾ
ー
ン
新
登
場
ノ

ー
ク
に
、
焼
き
物
を
中
心
と
し

６
月
妬
日
（
金
）
オ
ｉ
プ
ン
た
お
箸
で
食
べ
ら
れ
る
無
国
籍

の
そ
ご
う
ウ
イ
ン
グ
は
〃
食
と
料
理
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
形

美
の
遊
空
間
″
を
テ
ー
マ
に
１
式
の
た
め
調
理
場
の
賑
や
か
さ

階
か
ら
５
階
に
飲
食
店
、
６
僻
が
伝
わ
っ
て
楽
し
い
。
「
プ
レ

輝
い
た
「
愛
と
哀
し
み
の
果
て
」
一
饗
メ
ニ
ュ
ー
は
、
神
戸
風
に
ア

○
で
両
乏

ネ
ー
セ
ン
の
短
編
小
説
「
バ
ベ
ー
大
人
の
感
覚
で
、
文
化
度
高
い

ク
』
：
３
階
に
『
プ
ル
準
蓮
鍾
準
の
一
共
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ム
ト
ド
で

し
て
切
年
捗
犀
の
ア
カ
デ
ミ
ー
外

☆
「
バ
ベ
ッ
ト
の
晩
餐
会
」
を
一
迫
っ
た
凄
さ
を
、
淡
々
と
清
々

巴
一
三
三
ｍ
宛

の
原
作
者
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
デ
ィ
ー
レ
ン
ジ
さ
れ
、
味
も
雰
囲
気
も

ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗

他
の
階
に
は
、
べ
Ｉ
カ
リ
ー

。
ア
ク
セ
ル
が
見
事
に
映
像
化

１
１３８
１

稲
年
度
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
一
リ
ッ
ッ
ホ
テ
ル
の
企
画
し
た
晩

食
べ
る

シャープな外観／

教
問
題
に
、
食
の
切
り
口
か
ら

う
り
や
ん
せ
』
な
ど
が
あ
る
。

し
く
映
画
は
見
せ
、
ゴ
ー
フ
ル

バ
ー
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
』
、
お
好
み
焼
『
ロ
イ
ヤ
ル
と

＆
カ
フ
ェ
の
『
ケ
ｉ
ニ
ヒ
ス
ク

２
店
舗
を
出
店
し
て
い
る
。

宮崎市長、貝原知事も和やかに

ロ
ー
ネ
』
、
和
風
ダ
イ
ニ
ン
グ

＝
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ハ イセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

三恵洋服店
神戸･元町４丁目念( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

．

たっぷりと
リキューノレです
デセールド･ リキュール

溌驚

‘…鰯､#蝋
鋪５－好沙‘hqJ晴々口牝だ'叱盗 段

四振冷

趣5 国実追 尭謡等E 壷弓

オレンジアップル・パイナップル・ラズベ
リー、４種類の果肉の入ったムースとゼリー
に芳醇なリキュールを加えたぜいたくなデザ
ート。牽莱なさわやかさをどうぞ。

８個入………2 , 0 0 0 円
1 2 個入………3 , 0 0 0 円

一北欧の銘菓一

ユツヒ仏" ｡刀工外

Ｐ

血
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菌
ＴＥＬ(078)904-3656

罰

〆

有
馬
公
民
館
・

有
馬
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

穏覇 ″
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
″
づ
く
り

句

●

別館

▲神戸市立有馬公民館・地域福祉センター

子
ど
も
の
頃
、
お
盆
に
い
な
か
に
帰

る
と
親
戚
の
お
じ
さ
ん
が
よ
く
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
た
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
近
く
に
住
む
老
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
お
茶
を
飲
ん
で
話
を
し
た
り
、
碁

や
将
棋
を
し
た
り
し
て
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
た
。
土
地
の
子
供
た
ち
も
た

く
さ
ん
来
て
お
り
、
僕
も
そ
こ
で
大
き

な
鯉
の
居
る
場
所
だ
と
か
、
時
折
オ
バ

ケ
の
出
る
所
だ
と
か
を
よ
く
教
え
て
も

ら
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
が
公
民
館
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
少

く
と
も
今
で
い
う
〃
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
″
で
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
る

》
っ
。有

馬
に
も
こ
の
度
、
待
望
久
し
い
公

民
館
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
神
戸
市
が
、
地
域
社
会
の
活

生
化
・
地
域
福
祉
の
推
進
を
旗
印
に
地

域
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
街

づ
く
り
の
一
環
で
、
北
区
で
八
番
目
と

な
る
同
館
の
完
成
に
よ
り
、
一
出
張
所

区
域
に
一
公
民
館
の
建
設
が
達
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
二

階
建
て
（
延
床
面
積
五
百
三
十
二
㎡
）

で
、
一
階
半
分
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
老
人
い
こ
い
の
家
）
の
ホ
ー
ル
、
談
話

室
、
集
会
室
と
公
民
館
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
が
入
り
、
二
階
に
は
公
民
館
の
会
議

室
、
料
理
室
、
和
室
二
室
が
入
る
。
１

火薬
１
１４０
１

ＴＥＬ(078)904-0622会議ｾﾐﾅｰ･から御家族づれまで
有島クﾗ ﾝ Ｆﾎ ﾃ ﾙ

ＴＥＬ(078)904-0181ＴＥＬ(078)904-0701㈹

有馬の歴史を語り続ける｢ いで鰯の宿」雅ただようくつろぎの館

‘やの券霊縦
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から郡きでる
日本最古の温泉. 有鳥温泉”

阪急ホテルチェーン

有馬『ｰ ﾆ : 罰一ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技場

苓司馬へルズ世ン亨一
ＴＥＬ(078)904-2291

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

簿敏山
銀水荘
別館楽山

鰯!i霧識
湯の街
有馬歳時記
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▲２階の料理室

ニ
ー
ク
な
の
が
一
階
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
。
泉
郷
ら
し
く
温
泉
に
関
す
る
図
書

を
五
十
冊
も
揃
え
て
い
る
。

管
理
運
営
に
は
有
馬
公
民
館
管
理
運

営
委
員
会
（
吉
田
寛
美
会
長
ほ
か
三
二

名
）
と
有
馬
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
荒
木
胤
雄
会
長
ほ
か
三
二

名
）
が
あ
た
り
、
公
民
館
で
は
文
化
教

室
、
各
種
講
座
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
給
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
う
予
定
。

温
泉
地
と
い
う
特
別
な
生
活
環
境
の

た
め
も
あ
っ
て
か
、
全
部
と
は
い
か
な

い
ま
で
も
ほ
と
ん
ど
の
町
民
が
何
ら
か

の
形
で
温
泉
客
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
業
に
従
事
し
て
い
る
有
馬
町
は
、
人

口
二
千
六
百
人
の
二
○
％
を
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
占
め
（
神
戸
市
全
体
で

は
一
○
％
）
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
所
帯
数

が
千
二
百
と
い
う
。
老
齢
者
、
単
身
者

に
対
す
る
社
会
福
祉
の
推
進
は
町
全
体

の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

北
区
有
馬
出
張
所
所
長
で
公
民
館
館

長
を
兼
務
す
る
三
輪
英
幸
さ
ん
（
四
六
）

は
、
「
地
元
の
様
々
な
組
織
を
あ
げ
て

の
協
力
で
す
ば
ら
し
い
公
民
館
が
で
き

ま
し
た
。
少
し
で
も
地
域
の
た
め
に
な

る
よ
う
に
、
責
任
は
重
い
け
れ
ど
も
無

理
を
し
な
い
で
地
道
に
活
動
を
広
げ
て

行
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

固
有
馬
公
民
館
・
有
馬
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
神
戸
市
北

区
有
馬
町
測
番
地
の
３
雷
９
０
３
１
２
９
０
０

▲２階の会議宝（1 0 5 〆）

■

TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７= 1 1 5

議懲-｡｡鐘．。 ■１冊』 羅瀞謬鍵爵 蕊蕊議議

TEL(078)904-0731

§識; 繍織鶴

ＴＥＬ(078)903-1p２４

*途りの鯛＄勘所坊
ＴＥＬ(078)904-0551

嘩撫

驚
鍾挺一
順謬

舗閏一
議騨
鍵…
綴

ロ

古象風

華

uｐ

▲１階の図書コーナー

里■

政府登録国際脱光旅館

141

自然の恵みを
湯けむりに伝える

テニスでいい汗
いぬ湯にとっぷり
味に集う

結婚式場を完備しています

態伝統と鵜式を誇‘
冬斎
1 劃陽閤
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣
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